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　世界有数の観光立国であり、世界の人々が行ってみたい
国リストの上位に位置するスイス連邦。面積は僅か４１２８４平
方キロメー トル（九州とほぼ同面積）。５カ国に囲まれ、か
つては常に他国からの侵略に備えなければならなかった国
である。独立性が極めて強い２６の自治体（カントン）からな
り、無工業資源国であり、山岳・湖国である。農産物、精密
機械・製薬などの加工貿易、金融、そして観光を収入源とし
ている。狭隘な領土、無天然資源ゆえに、国際収入の重要
な資源として国民を兵士として育て外国に傭兵として送り出
していた歴史を有する。
　国境、傭兵を除けば日本と実によく似た環境にあるといえ
よう。ただし、観光立国という点では日本は恐らく足元にも及
ばないであろうし、対日貿易収支の黒字国である。日本が、
観光立国を目指すならば、スイスの観光立国たる所以、スイ
スブランド成立の本質を探ることが一つの糸口となるかもしれ
ない。スイスの観光戦略における着眼点、継続的で責任の
所在が明確なプロモーション組織、街ぐるみで訪問客を飽き
させない継続的な工夫と改善には学ぶところが多いであろ
う。そんなことを考えながら探訪してみた。
◆　　　　　　　　　　　　　◆
　チュ リーヒ国際空港、到着ゲ トーを出た瞬間からリアルなス
イスを感じることができる。目に飛び込んでくるのは、スイス
時計、保険会社、多機能ナイフなど日本でもお馴染みのスイ
ス企業の広告に加えて、赤地に白十字の国旗、白と青の
チュ リーヒ州旗、オールスイスである。空港から鉄道に乗り換
え、チューリヒ中央駅に着けばこのリアリティ感は一層強くな
る。スイス随一の大規模都市、現代的建造物もあるのだが、
中世を思わせる佇まいとの印象を強く受ける。現代的建造物
と赤いレンガ屋根が連なる家々、煙突からは煙が立ち上がっ
ている。新旧が融合した街の中に、脈 と々続いてきたチュー
リヒ市民の生活を感じる。あちらこちらに国旗と州旗、そして
花々で着飾った建物たち。市内を走るトラムの色も州旗と同
じ青と白のツ トーンカラーである。どれほど	
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なのだろうか。そして、はるか遠くには４０００メー
ター級の山々。写真で見た、テレビで見た、想像していた通
りのスイスが確かに眼前に広がっている。
　観光インフォメー ションに立ち寄れば、複数言語で用意さ
れたプロモーションパンフレット、丁寧に応接してくれるスタッ
フ、ホテルではトラムの無料パスを頂く。はやくも、街あげて
観光気分を盛り上げてくれる様相である。
　少し歩いてみよう、多くの案内はピクトグラム（絵文字）化
されており、英語が少しできればそう不便はなさそうである。
チュ リーヒ湖、リマット川、緑豊かな丘、自然だけではなく、建
築、歴史、ショッピング、飲食、文化等々全てが混然一体とな
りまちの匂いを作りだしている。リンデンの丘に上がれば、
１５３４年につけられたヨーロッパ最大の時計盤をもつチューリ
ヒ最古の教会、聖ピーター教会と美しいゴチック様式とシャ
ガール作のステンドグラスがあることで有名な聖母教会が飛
び込んでくる。　
　さて、文化、風景、歴史探訪も捨て難いのだが、セーラー
でもある筆者の心は湖畔リゾ トーへ向かっていた。チューリ
ヒ湖からは様 な々コースの遊覧船が出ている。セーリングし
たいところであるが、そうもいかないので遊覧船の一つに乗
ることにしよう。スイスパスがあるので無料である。２階にあ
る一等デッキに出ると、細長いチュ リーヒ湖ゆえ両岸に広がる
街並みが一望できる。途中小さな町に寄港しながら、２時間
足らずで帰港。湖水と風と波、山 に々広がる緑に溶け込んだ
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街並みを堪能した。もちろん、クルーズには美味しいビー
ル、ワインやコーヒーが必須であり、船内で多くの人 が々景色
とともにこれらを愉しんでいる。
　気分良く消費するとコストの事は気にならなくなってしまうか
ら不思議なものである。次回は是非ロングクルーズに出るこ
とにしよう。
　スイスの楽しみの一つはやはり食事である。フォンデュを
はじめとし、数多くの郷土料理がある。外食産業には、チー
ズ、ワイン、パン、ハム類をはじめ食材にスイスメイドを利用
する事が求められている。まるで、日本の自動車会社が海
外進出した時に課せられたローカルコンテンツの様相である。
したがって、食事のコストは結構、否、相当高くつく。マクド
ナルドで食べるにも１０００円程度の覚悟は必要である。　
　さて、ワインを少し楽しむことにした、運ばれてきたのは、
ジュネーブ州、ケーブ・ド・ペリエールのシャスラであろうか。
エチケットにスイス国旗があしらわれている。食事もワインも
オールスイス。どこまでも	な人たちであ
る。
　チューリヒを探訪するだけででも、スイス観光の仕掛けに
随分引っかかって消費しているようである。いつまでも
チューリヒを堪能したい気持ちを抑え、首都ベルン経由で、
次の地ツェルマットへ向かうことにしよう。首都ベルン、
チューリヒからインタ レーギオ（）で７０分程度のこの地は
１１９１年ツェーリンゲン公ベルヒトルト５世により作られた街で
ある。１３世紀には自由都市となり発展を遂げた。アレン川に
囲まれた旧市街は、１９８３年には世界文化遺産に登録されて
いる。大聖堂や１３世紀の城門につくられた時計塔、彫像が
施された泉が点在する街並みを残し、首都としては随分こじ
んまりした感じの街である。美術館や博物館にも目を見張る
ものがあり、特にスイスアルパインクラブのベルン支部として
１９０５年に始まった博物館は、現在アルプスをテーマとした常
設展示を行っている。地質学、地形学、氷河、動植物、登
山、山岳観光など、アルプスを多くの視点から展示しており、
今日の山岳観光が観光として成立してきた一因を探ることが
できそうである。その他、ベルンにはアインシュタイン博士の
関連施設、石造りのアーケ ドー等、この街もまたここに暮らし
てきた人 と々今を生きる人 の々息吹が感じられる街である。
　ベルンから１時間ほどでフィスプ着。さらに、山岳鉄道に
乗り換えて１時間１０分、マッターホルンの麓、世界的観光地
として有名な地、ツェルマットに到着である。山岳鉄道に
乗った途端に車内の観光プロモーションのディスプレイに目
が行く。否が応でも観光気分を盛り上げて来る。スイスの観
光プロモーションシステムは実にうまく仕掛けられている。自
然と気分を盛り上げ、消費意欲を刺激し、実に上手いタイミン
グでショップや商品が現れる。どこかの観光地みたいな、し
つこい勧誘・客引きは無用である。
　スイス・バレー地方にあるこの小さな村は、標高１６２０ｍ、
村の中心部は南北１東西５００ｍ、人口５６４０名、ホテル数
１２４舗、総宿泊床数７５８７床、リゾ トーアパ トー５９２６床、年間
延べ宿泊数１７０万強泊である。街の観光基本情報が入込
客数ではなく、宿泊（	
）数でカウントされており、一
人当たりの消費額やリピ トー比率１、行動パターンまでをも
データ化２し、継続的進化を遂げている。まさに観光で生き
ている街である。
　ツェルマット観光の特徴は、山岳リゾ トー（クライミング、ト
レッキング、スノー スポーツ）、カーフリー リゾ トーなどで示さ
れる事が多い。周知のように、環境に配慮した村であり、ガ
ソリン車乗り入れ禁止（原則として村内は電気自動車または
馬車のみ通行可能）により、静寂と清涼な空間が保たれてい
る。こう書くと、まるで観光客誘致のために電気自動車を導
入しているように聞こえるかもしれない。しかし、それは間違
いである。そもそもは村民自らが住環境を整えるために決定
したのである。１９６１年「域内車両禁止」の決定である。自動
車締め出しというより寧ろ来たるべき自動車社会を見越した
決定であった。この小さな村にはガソリン自動車は必要ない
という。この村の住民のこうした考え方は、他の事にも及ん
でいる。洗濯は週末にまとめて行う（汚水が減る）、電子レ
ンジ保有率は極端に少ない（無駄な電気は使わない）。生
協に行けば、安い食材を購入しているのは外国から来た労
働者であり、地元の人は高くてもツェルマット製品やスイス製
品を購入している。最終的なキャッシュの行き先を考えて購
買行動をしているのだ。必要なものはできる限り自前で賄お
うと考える。電気でさえ、発電会社を設立するという徹底ぶり
である。地産地消どころではない、地消地産である。山と小
さな農牧地しかなかった村がハッピーに生きていくために、
人々が知恵と労力を出し合ってきた結果であろう。たとえ辺
境の山間部であっても	
である。
　村が観光に目を向けるようになるきっかけ、それは１９８０年
 	


	

	

代にやってきたアルピニズム。マッターホルン初登頂競争。
イタリアル トーに対してツェルマットをベースとしたスイスルー
ト。勝者はスイスル トー。スイスル トーの開発によりツェルマッ
トにはヨーロッパ中から貴族や富裕層がマッターホルン目指し
てやってくるようになった。村ではそのような人 を々宿泊、歓
待するよう努力が始まった。歓待に喜んでもらえれば喜んで
もらえるほど、収入に繋がることがわかってくる。ならば、もっ
と喜んでもらえるにはどうすればよいか、富裕層のリクエスト
に応えるにはどうすれば良いか、「最高のもてなし」が目標と
なる必然がそこにはあった。さらには、どんな村になれば喜
んでもらえるか、そして自分たちの暮らしはどうあるべきか、
観光立村の始まりである。
　ツェルマットに来れば、初めに観光ありきでは決してなく、
住民の生活観そのものが魅力であり、その延長で観光が成
立していることに気付くであろう。山しかない村だからこそ、
山とともに生き、山を活用することに一所懸命になる。変数
（観光資源）が多ければ観光振興になるわけではないことが
見えてくる。「観光ありき」で街づくりをしている日本の各地が
瞬間風速で終わってしまう理由を垣間見る事が出来た気が
する。
　こうした村の基本方針を決定し戦略を立て、実行するのに
大きな役割を担ってきたのが古い歴史を持つ「ブルガゲマイ
ンデ」（地域共同体）である。スイス連邦は外国人の土地所
有を禁じている故、ツェルマットおよび周辺の土地の多くがこ
の共同体と村の所有となっており、ホテルやゲレンデなどの
観光施設の多くもブルガゲマインデの営業部門ともいえる
マッターホルンにより整然と経営されている。ツェルマット
がツェルマットのままであることを守り続けてきている仕組み
である。現在では、独立した観光局がプロモーション責任を
有し、観光局、村、ブルガゲマインデ、マッターホルンの
パ トーナーシップにより公共性と収益性のバランスが上手く図
られている。因みに、ツェルマット観光局の地域経営の理念
は、（１）訪れたお客様が快適に感じること、３（２）私たちが
快適に感じること、（３）周囲の人たちが快適に感じること、
（３）環境に配慮すること、である４。
　さて、この小さな村への訪問者は４０００ｍ級の山 に々囲ま
れながら、年間を通して何かしら愉しむことができる。ゴル
ナーグラ トー、ロ トーホルン、スネガ、クライン・マッターホルン
（グラシャ・パラダイス）などの展望台へも登山鉄道、ロープ
ウェイなどで、簡単にアクセスできる。さらには、４００に及
ぶコースがそろった多彩なハイキングコース、初級者向けゲ
レンデが数多くあり、アルピニストのチャレンジの傍らで、
３０００ｍの山 に々、登山を経験したことのないような素人でも
実に手軽にアクセスし、思い思いに楽しんでいるのである。
もちろん、はしゃぎ過ぎは禁物である。富士山頂上に一気に
駆け上がるようなものである。高度馴化の暇はない。高山病
に注意である。山に上がれば、あわてずゆっくりと楽しみ、
ゆっくりと歩きその趣を愉しむのである。悲しいことに、このこ
とに関して日本の旅行会社のツアーの評判は芳しくないよう
である。「とりあえず山へ連れて行って欲しい」だとか「○○
分間でお願いします」だとか、山を甘く考えているようなリクエ
ストが多すぎるとの声を聞く。ツェルマットに限らず、ユングフ
ラウでも同じような嘆きを現地観光業者から聞いた。日本の
旅行社（者）は一体スイスに何を求めているのだろうか。
　そろそろ筆者も駅を出ることにしよう。ツェルマット駅を出
てまず「マウンテンアドベンチャー」というガイドブックを手に
入れる。さらに、ガイドとミー トする。これからの行程をガイド
の案内を参考にしながら練る。行動にもほぼガイドが同行し
てもらえることになった。実に有難い話である。
　今日の泊まりは、村の中ではなく、ゴルナーグラ トー展望台
（標高３１３０ｍ）に併設されたクルムホテルである。登山鉄道
の最終時間に合わせて行動する必要がある。
　狭い町なので、徒歩で十分であるが、村内循環バスを上
手く利用すればより効率的に遊ぶことができる。もし、村内の
ホテルを利用するのであれば、駅前のホテル案内板に併設
されている電話で、掲示板に示されたホテル番号にかけると
フロントにつながり、電気自動車で迎えにきてくれし、大きなホ
テルなら駅前で車か馬車が待っているので実に便利である。
　駅を出て、しばらく歩くと眼前に突如聳え立つマッターホル
ン。圧巻である。１９４０年代には見向きもされなかった辺境の
村を現代の観光地へと牽引したシンボルである。
　マッターホルンをより感じたく、より高度を感じたくなる。先
ずはマッターホルンの隣山ブライトホルンにある、クライン・
マッターホルン（マッターホルン・グレイシャー・パラダイス、
３８８３ｍ）に上ることにしよう。麓駅からロープウェイを乗り継
いで約３０分、８５（８０００円程度）、なかなかの高コストで
はあるが、価格に見合った絶景が広がる。ロープウェイ駅
（３８２０ｍ）を下車すると約６０ｍを徒歩で上ることになるのだ
が、いかんせん空気が薄い。すぐに息が上がってくる。なる
ほど救護施設や酸素ボンベの所在が目立つよう案内されて
いる理由だ。それにしても、凄いところに展望台を作ったも
のである。本物のアルプスにずぶの素人が立っているので
ある。ここにしかない景色、しかも刻々変化する景色、ここに
来なければ感じられないものが確かにここにある５。言葉で
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は表せない、ここに来なければならない必然性が確かにここ
にはある。訪問者が望み喜ぶ事、そして村や村人がハッ
ピーになる事、その両立を探り続けた結果であろう。人工造
作物はあるが、決して環境を損なったり、景観を損なったりし
ないように配置されている。「ありのまま」である事の価値を認
識しながら展望台をあとにしょう。
　次にスネガ展望台を経て、ロ トーホルン展望台へ向かうこ
とにする。地下式ケーブルカーでスネガまで行き、そこからリ
フトでの移動である。冬のリフト移動はスキー着装が必須で
ある。スキー未着装者はキャビン付きのリフト区間しか移動
できない。なんとか、スキー着装者と同じように移動できない
か、移動したい、というリクエストに対する答えは、テレキャビ
ンとリフトを同軸上で運行するという実に単純なものである。
意外にも、これは世界初であったそうだ。村の基本方針、お
客様に喜んでもらう、これに忠実・真剣に取り組んだ結果であ
る。スキー未装着の筆者はテレキャビンに乗り込みロ トーホル
ンへと向かうことにした。スキー・スノボをしないのに、何故
冬のツェルマットへ行くのか。それは、スキー以外にも楽しむ
方法が山ほどあるからである。ソリ遊びにスノー ・バイスクル
等、なによりも３０００ｍの冬山に触れる事が出来る。そして、
飲食が大好きな筆者にとって、雄大なる山 に々囲まれて上手
いワイン、ビール、食事、お茶を楽しむことはこの上ない贅沢
なひとときである。兵庫県は瀬戸内側の町で生まれ育った筆
者にとって、ここはもはや非日常を超えた異日常、超日常で
あり、そのひとときはまた良い日常ともなる。世界中からこの
日常を求めて人 が々集まってくる。
　そろそろホテルにチェックインしなければならない。駅前に
戻りゴルナーグラ トー登山鉄道に乗ることにする。標高３０８９
ｍまで上るため、急勾配に急カーブの連続である。ラック式
レールでゴトゴト、ゆっくり走る。鉄道好きならこれだけでも一
見の価値ありだろう。高度が上がるにつれ眼下に村が広
がっていき、逆に山々が迫ってくる。大パノラマの展開であ
る。途中、憧れの５つ星ホテルがあるリッフェルアルブ駅な
どに止まる。ローデンホーデン駅辺りを過ぎしばらくすると氷
河が現れる。およそ４０分の鉄道の旅、終点に到着である。
氷点下の世界が広がる。
　ゴルナーグラ トー展望台（３１３０ｍ）に併設されたクルムホ
テルにチェックイン。このホテルは面白いことに部屋番号が
バラバラである。筆者の部屋番号は４６３４号室。全ての部
屋にはアルプスの山々の名前がつけられ、その標高が部屋
番号となっている。さらに、部屋に入ればその山の石がオブ
ジェとして飾ってある。どこまで行っても、アルプス色を押し
てくる。逆にいえば、今まさにアルプスの一部に居ることを感
ぜずにはおられない。リアリティのある演出がアルプス或い
は山岳観光としてのスイスというイメー ジ形成に一役買ってい
るに違いない。それにしても、食前酒のシャンパンがよくまわ
る。明らかに酸素不足のせいである。休むとしよう。
　翌朝、ホテルの玄関を出ると眼前間近に迫るマッターホル
ンに再び圧倒される。右手に目をやれば、モンテローザも目
に入る。折角クルムホテルに来たので、ここでしか手に入ら
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ないものを自分への土産に買おう。実用的でいいものがあっ
た。日本でも購入できる	の多機能ナイフだが
“	
３１００”と刻印をしてもらえる。スイス製品を本
場スイスで購入。ナイフを使うたびにこの旅が回想されること
になるだろう。
　まだまだ、見ておきたいこと感じたいことがあるが、取りあ
えず今回はここで終着にしておこう。
　ツェルマットでのガイドを伴う活動は実に楽しいものであっ
た。さすがプロのガイドはこちらの言動から嗜好を先読みし
様 な々提案をしてくれる。飽きることのないガイダンス。これ
から旅先では、財布が許せば、プロのガイドをお願いしない
手はないと強く思う。
◆　　　　　　　　　　　　　◆
　スイスがスイスたる所以が少しずつながら見えてくる。国
全体を貫く理念。価格ではなく、ユーザが満足する価値に関
心を寄せ、国挙げて高価値を創出しプロモーションする戦
略。時計、銀行、医薬品、観光等々。コストがかかっても国
民がハッピーになる循環の形成。なによりも、これらが生活の
中に根付く仕組み。いたる場所で見られ、多くの製品に刻印
されているスイス国旗、州旗はこれらをシンボライズしたもの
であり、国の理念の浸透を後押ししていると感じる。こうした
シンボルがさらに国の理念を広く浸透させ、観光戦略はじめ
様 な々戦略を実現させているのであろう。そして、この理念
の下で、各カントンはまた独自の理念を形成し、また、それに
基づき各ゲマインデ（村共同体）が独自の理念を形成する。
共通した理念が貫くことによって、地域の多様性を活かしな
がらも統一的なスイスのイメー ジの醸成が、スイスブランドを
成立させているのかもしれない。もしかしたら、こうした意思
決定のための情報が全て公開され、住民の意思が様 な々決
定に反映される仕組みに何かあるのかもしれない。経営組
織でいう	
	
、戦略的人的資源管
理で重視される	
を国家や自治体が形成してい
ることがそのエッセンスであるようにも感じる。
　一時間でも長く、一日でも長く滞在したくなるような仕掛け、
安くはないけれど楽しい消費を促す仕組みの裏に、国家理
念、地域理念の土台に基づいた緻密な国家戦略、地域戦略
があるようだ。スイス観光、スイスブランドの本質を探る旅は
まだまだ続きそうである。
１　リピート回数が一定数に達すると「ロイヤルゲスト」として顕
彰される仕組みになっている。筆者のリピートもカウントしても
らえているらしい。
２　たとえばスキーパスにはチップが組み込まれており、通過
ゲート情報が記録される。自分のデータをウェッブ上で確認する
こともできる。これは、正確な統計処理を可能にするとともに、
「思い出」の「見える化」でもある。
３　荷物一つにしても、チッキ（ファスト・バゲージ１０）が充
実しており、荷物を抱えて旅をする必要がない。客にとっても便
利なだけでなく、収益に繋がる。また、身軽さ故、移動距離も多
くなりその分消費も期待できる。
４　施設の改修工事もシーズンオフに行うことが決められており、
オンシーズンに街並みが崩れることを防いでいる。したがってオ
フシーズンに行くと至る所で工事をしているが、その職人もまた
住民である。つまり、観光地の勤労の特徴としてあげられる季節
性はこれにより打ち消されているのである。
５　氷河洞窟が近くにあり氷河を感じることもできる。

　本エッセイは２００９年９月～１０月にかけての訪問と２０１１年１月の
訪問を再構成して記述したものである。したがって、実際の行程と
は異なっている。また、写真は全て筆者撮影である。
　ツェルマット探訪に際しては、日本語インフォメー ションセン
タ （ー）の山田桂一郎所長、山田純子氏に格別
のご配慮を賜った。山田桂一郎氏には数多くのヒントや鍵を
ご教示頂き、山田純子氏には足かけ二日間に渡りガイドをし
て頂いた。記して、深く感謝申し上げる次第である。
受付日　２０１１年４月４日
受理日　２０１１年４月２７日
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